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Ⅰ．国際共同研究の内容（公開） 

 

1. 当初の研究計画に対する進捗状況 

(1)研究の主なスケジュール 

研究活動 

 
2023年度 

(10ヶ月) 
2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 

研究題目 1「メタン排出削減型水管理システムを構築し、間断灌漑を高度化する。」 

活動 1-1 

気候変動の影響

を考慮した水文

環 境 を 把 握 す

る。 

マイルストーン 

 

 

 

 

 

  

 

 

当初計画                         

当年度計画                         

進捗状況                         

活動 1-2 

ICTを活用した

用水・排水シス

テ ム を 構 築 す

る。 

マイルストーン 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

当初計画                         

当年度計画                         

進捗状況                         

活動 1-3 

手動による用水

システムを構築

する。 

マイルストーン 

 

 

 

 

  

 

 

当初計画                         

当年度計画                         

進捗状況                         

活動 1-4 

メタン排出削減

型水管理システ

ムの適切な実施

のための意思決

定支援アプリケ

ーションを構築

する。 

マイルストーン 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

当初計画                         

当年度計画                         

進捗状況                         

活動 1-5 

メタン排出削減

型水管理システ

ムの運用・管理

及び意思決定支

援ソフトのトレ

ーニングを実施

する。 

マイルストーン 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

当初計画                         

当年度計画                         

進捗状況                         

水文モデル

の構築 

間断灌漑シ

ステムの現
地実装 

観測機器

設置 

農民水利組合

による施設の
管理 

水文モデル
の検証 

間断灌漑シ

ステムの開
発、排水状
況の評価 

排水シミュ

レーション 

間断灌漑の
達成と検証 

調査サイトの
決定 

支援システム
の開発 

支援システム

の確立 
支援システム
の検証 

農民水利組合

の組織化 

間断灌漑の
実施 
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研究題目 2「メタン排出削減型水管理システムによるメタン排出削減量の広域推定手法を開発する.」 

活動 2-1 

タワー観測によ

るメタン排出量

モニタリング手

法を確立する。 

マイルストーン 

 

 

 

 

 

  

 

当初計画                         

当年度計画                         

進捗状況                         

活動 2-2 

移動プラットフ

ォームを用いた

メタン排出量モ

ニタリング手法

を開発する。 

マイルストーン 

 

 

 

  

 

 

 

当初計画                         

当年度計画                         

進捗状況                         

活動 2-3 

リモートセンシ

ングによるイネ

水分ストレスと

田面水位の観測

に基づくメタン

排出量推定手法

を開発する。 

マイルストーン 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

当初計画                         

当年度計画                         

進捗状況                         

活動 2-4 

広域的水田水管

理に適したMRV

方法論を作成す

る。 

マイルストーン 

 

 

 

 

  

 

 

 

当初計画                         

当年度計画                         

進捗状況                         

研究題目 3「メタン排出削減型水管理システムが環境と農家経済へ与えるインパクトを評価する。」 

活動 3-1 

メタン排出削減

型水管理システ

ム評価のための

ミクロデータを

取得し、データ

ベース化する。 

マイルストーン 

 

 

 

 

  

 

 

 

当初計画                         

当年度計画                         

進捗状況                         

活動 3-2 

メタン排出削減

型水管理システ

ムのライフサイ

ク ル評 価を 行

う。 

マイルストーン 

 

 

 

 

  

 

 

 

当初計画                         

当年度計画                         
進捗状況                         

活動 3-3 

間断灌漑の普及

のために灌漑水

田を分類する。 

マイルストーン 

 

 

 

 

 

 
 

 

当初計画                         

当年度計画                         

進捗状況                         

手法の確立 
間断灌漑で
の観測達成 

手法の開発 観測の実現 

手法の開発 
観測データ

の集積 

導入後のデー
タベース化の
完成 

データ収集
の完了 

MRV 方法論の
完成 

導入前のデー

タベース化の
完成 

導入前のイン

ベントリ分析
の完了 

LCA の
完了 

灌漑水田の
分類化 

分類した灌漑水田に対する間断
灌漑の適用条件・方法の提案 

導入後のイン
ベントリ分析

の完了 
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活動 3-4 

炭素クレジット

を創出するため

のプロジェクト

を形成するとと

もに創出したク

レジットの農家

のための活用計

画を策定する。 

マイルストーン 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

当初計画                         

当年度計画                         

進捗状況                         

 

(2)プロジェクト開始時の構想からの変更点(該当する場合) 

1-1：観測機器の調達が遅れたため、設置は 2025 年度に延期した。 

 

2. 計画の実施状況と目標の達成状況（公開） 

 

(1) プロジェクト全体 

 2024 年 3 月に R/D および CRA が締結されたことを受け、予定どおり 2024 年 4 月よりプロジェクトが

開始された。7 月にはモデルサイトの位置するプルサット州で 9 月には首都プノンペンでキックオフミ

ーティングをそれぞれ開催し、プロジェクトの概要や計画について情報共有を行った。またモデルサイ

トにおける調査・研究を円滑に行うため、プルサット州の関係者を集めて 7 月と 12 月に農民水利組合

ワークショップを開催するとともに、関係者でプロジェクトの詳細計画等について議論し、カンボジア

や周辺国で間断灌漑に関する事業を実施中の機関も交え情報共有および今後の連携の可能性等につい

て意見交換を行うことを目的とした技術ワークショップを 9月に開催した。また、プロジェクトサイト

および周辺国の水資源、気象、栽培、水管理等に関する基礎情報の収集を開始した。 

 

 
写真 1 プルサットでのミーティング開催状況 

 

(2) 各研究題目 

(2-1)研究題目 1：「メタン排出削減型水管理システムを構築し、間断灌漑を高度化する。」 

研究グループ 1（リーダー：進藤惣治（国際農研）） 

研究グループ 1（サブリーダー：中矢哲郎（農研機構）） 

①研究題目 1の当初計画（全体計画）に対する実施状況（カウンターパートへの技術移転状況含む） 

気候変動の影響を考慮した水文環境を把握するため、プルサット川の流域の植生調査を行ったほ

間断灌漑の
導入にかか

る合意形成 

プロジェクト
設計書の作成 
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か、観測機器設置場所を特定した。一方、観測機器の調達が遅れたため、設置は次年度に延期した。

ICT を活用したメタン排出削減型水管理システムの開発に必要な、現況水田の排水状況の評価を行

った。また、水田や用排水路の水位を観測するための水位計測制御盤を合計 12 カ所に設置するとと

もにデータ共有システムを構築した。手動用水システム下での間断灌漑実施のための調査サイトを

概定し、水位計を設置して現況の水田水位の観測を開始した。意思決定アプリケーション構築のた

め、農家調査を行うとともに、フィールドモニタリング機器を設置し、データ収集を開始した。メ

タン排出削減型水管理システム構築に係る調査、研究を円滑に行うとともに、今後の運用・管理の

ため、関係者を集めて農民水利組合ワークショップを開催した。これにより現況の営農における問

題点を把握するとともに、解決策についての議論を進め、今後の研修計画を策定した。 

 

 
写真 2 農民水利組合ワークショップ 

 

②研究題目 1 の当該年度の目標の達成状況と成果 

当該年度の目標については、概ね達成された。すなわち、既存の水文データを入手するとともに

現地調査を行い、解析を開始した。水位計測制御盤の設置とデータ共有システムの運用を開始して

水管理システム現地実装の準備を進めた。手動による用水システムの水田に水位計を設置しデータ

を収集した。フィールドモニタリング機器によるデータ収集と農家インタビュー調査から、ICT 意

思決定支援アプリケーション構築の準備を進めた。農民水利組合トレーニング・ワークショップを

複数回開催し、水管理システムの運用を行う水利組合結成の準備を進めた。 

③研究題目 1 の当初計画では想定されていなかった新たな展開 

 水文データの観測機器の調達が遅れることとなったが、設置予定のうちの 1 カ所で河川工事計画

が判明したため設置箇所の変更を余儀なくされ設置箇所を改めて検討する必要が生じた。結果的に

調達の遅れが帳消しになる形となったが、カンボジア側の情報把握が十分でなかったことによるも

のなので今後の教訓とすべき事案である。 

④研究題目 1 の研究のねらい（参考） 

モデル地区においてメタン排出削減型水管理システムが確立される。 

⑤研究題目 1 の研究実施方法（参考） 

対象地区において、1)気候変動の影響を考慮した水文環境を把握する。2)ICT を活用した用水・排

水システムを構築する。3)手動による用水システムを構築する。4)メタン排出削減型水管理システ

ムの適切な実施のための意思決定支援アプリケーションを構築する。5)メタン排出削減型水管理シ

ステムの運用・管理および意思決定支援ソフトのトレーニングを実施する。 
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(2-2)研究題目 2：「メタン排出削減型水管理システムによるメタン排出削減量の広域推定手法を開発す

る。」 

研究グループ 2（リーダー：南川和則（国際農研）） 

①研究題目 2 の当初計画（全体計画）に対する実施状況（カウンターパートへの技術移転状況含む） 

タワー観測測器の調達に時間を要したため、慣行の水管理（常時湛水）の実施下におけるモニタ

リングを開始できず、その前段となる測器設置場所の設営までを実施した。チャンバー法での GHG

排出量の多点観測を継続した。移動型プラットフォームによる GHG 排出量のモニタリング手法を検

討した。対象エリアでの田面水位やイネの水分ストレスを面的に把握するために、衛星やドローン

でのリモートセンシングによる撮影画像データを取得し解析した。地上で生育ステージ毎に葉面積

指数や田面水位や葉温を観測し、撮影画像データと比較した。また、現地カウンターパートが、日

本での短期研修を通じて、タワー観測の実施スキルを身に着けることができた。 

 

 
写真 3 設営したタワー設置場所 

 

②研究題目 2 の当該年度の目標の達成状況と成果 

当該年度の目標については、タワー観測で実施の遅れがあったが、多くを達成できた。タワー観

測は、次年度の測器設置後すぐに、安定したデータ取得が出来るように準備を進めている。衛星や

ドローンを用いたリモートセンシングでは、対象エリアでの田面水位やイネの水分ストレスを面的

に把握するための指標の候補に関する解析画像データを取得できた。 

③研究題目 2 の当初計画では想定されていなかった新たな展開 

タワー観測は測器の現地調達に遅れが生じたが、次年度前半に調達は完了し、後半には現地への

設置、観測を開始できる状況にある。 

④研究題目 2 の研究のねらい（参考） 

メタン排出削減型水管理システムによるメタン排出削減量の広域推定手法が開発される。 

⑤研究題目 2 の研究実施方法（参考） 

対象地区において、1)タワー観測によるメタン排出量モニタリング手法を確立する。2)移動プラ

ットフォームを用いたメタン排出量モニタリング手法を開発する。3)リモートセンシングによるイ

ネ水分ストレスと田面水位の観測に基づくメタン排出量推定手法を開発する。4)広域的水田水管理

に適した MRV 方法論を作成する。 
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(2-3)研究題目 3：「メタン排出削減型水管理システムによるメタン排出削減量の広域推定手法を開発す

る。」 

研究グループ 3（リーダー：渡辺守（国際農研）） 

①研究題目 3の当初計画（全体計画）に対する実施状況（カウンターパートへの技術移転状況含む） 

メタン排出削減型水管理システム導入前の慣行栽培下における農家世帯の基礎情報、営農および

水管理などミクロデータを収集するためのインタビュー等を開始するとともに収集した情報のデー

タベース化に着手した。あわせてライフサイクル評価にかかるインベントリ分析を行うためにプロ

ジェクト境界案を作成するとともに、肥料および農薬のインベントリ分析を行うために農業資材店

から必要な情報収集を開始した。カンボジアの灌漑水田の分類を行うため、灌漑スキームを管理す

る水資源気象省と協力し、候補となる灌漑スキームを抽出した。環境省や農林水産省と協議し、炭

素クレジット取得・活用に向けた情報収集を継続した。 

 

 
写真 4 農家への聞き取り調査の実施状況 

 

②研究題目 3 の当該年度の目標の達成状況と成果 

当該年度の目標については、次の理由から概ね達成できた。メタン排出削減型水管理システム評

価のための雨季作および乾季作の営農および水管理にかかるミクロデータを取得しデータベース化

を開始した。ライフサイクル評価にかかるインベントリ分析を行うためのプロジェクト境界を検討

し必要な情報の収集を開始した。灌漑水田を分類するために対象となる灌漑水田の対象地を抽出し

た。そして、関係機関と連携し炭素クレジットを創出・活用するための情報収集を継続した。 

③研究題目 3 の当初計画では想定されていなかった新たな展開 

2024 年の雨季の到来が大幅に遅れたため、コメの作付開始が予定より 1カ月ほど遅れることとな

った。そのため、乾季作を含めた 1 年を通した栽培スケジュールがタイトとなり、関連するミクロ

データ収集さらにデータベース化もタイトなスケジュールで実施することとなった。 

④研究題目 3 の研究のねらい（参考） 

メタン排出削減型水管理システムが持続的に実施される仕組みが提案される。 

⑤研究題目 3 の研究実施方法（参考） 

対象地区において、1)メタン排出削減型水管理システム評価のためのミクロデータを取得し、デ

ータベース化する。2)メタン排出削減型水管理システムのライフサイクル評価を行う。3)間断灌漑

の普及のために灌漑水田を分類する。4)炭素クレジットを創出するためのプロジェクトを形成する

とともに創出したクレジットの農家のための活用計画を策定する。 
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Ⅱ．今後のプロジェクトの進め方、およびプロジェクト／上位目標達成の見通し（公開） 

 

プロジェクト全体として機材調達の一部に遅れがみられるものの初年度目標は概ね達成できた

ことから、このまま各年度の目標を積み重ねていくことができればプロジェクト目標に掲げてい

る二つの手法の開発は達成が可能な見込みである。 

社会実装の部分については、アジア開発銀行（ADB）と連携を進めている。本プロジェクトサイ

トが位置するプルサット州において ADB による気候変動に対応した水資源開発プロジェクト（以

下、ADB プロジェクト）が計画されており、ADB プロジェクト対象地では気候変動に対応した水管

理技術を必要としていることから、本プロジェクトが取り組む間断灌漑の水管理技術を ADB プロ

ジェクトに導入することを目指し情報共有・意見交換を行った。今後も継続していくこととしてい

る。 

上位目標に向けた取り組みの一つとして、メコン河委員会（MRC）が作成する間断灌漑ガイダン

スへの技術的な支援を行っている。2024 年 5 月のメンバー国（タイ、ベトナム、カンボジア、ラ

オス）による専門家会合に参加し、本プロジェクトの概要や計画を共有するとともに当該ガイダン

ス最終稿のメンバー国による確認と意見交換について MRC 事務局をサポートした。その結果、最終

稿はメンバー国に承認され、当該ガイダンス完成版は MRC 公式ウェブサイトで公開されるに至っ

た。また、カンボジアの NDC に反映されることを目指し、カンボジア全体の NDC の策定を担う環境

省（MOE）および農業分野を所掌する農林水産省（MAFF）への本プロジェクトに関する情報共有お

よびプロジェクト成果の NDC への反映に向けた意見交換を行った。さらには、JICA が日本で実施

する課題別研修「気候変動の解決策として有望な農業技術」について、JICA カンボジア事務所と

協力し、今後、本プロジェクトに関連することを目論んで研修員として派遣される MAFF 職員の選

定を支援した。 

 

 
写真 5 MOE との打合せ 

 

 

Ⅲ．国際共同研究実施上の課題とそれを克服するための工夫、教訓など（公開） 

 

相手国の研究機関だけでなく行政機関も本プロジェクトでは重要な役割を担う。とくにプロジェクト

サイトの位置するプルサット州の行政機関は現地での円滑な研究活動の実証や対象農家との調整、さら

には、将来的な研究成果の一部を活用する不可欠な存在であるため、首都プノンペンで行うプロジェク
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トの重要な会議やワークショップにこれら行政機関を招待し、本プロジェクトの情報を共有するととも

にオーナーシップの醸成を図った。 

 

 

Ⅳ．社会実装に向けた取り組み（研究成果の社会還元）（公開） 

 

本プロジェクトでは、研究成果の社会実装を強く意識しており、プロジェクトタイトルおよびプロジ

ェクト目標として直接的に掲げている。Ⅱ.にプロジェクト目標や上位目標の達成の見通しで示したと

おり、ADB プロジェクトとの連携、MRC 間断灌漑ガイダンス作成に係る連携およびカンボジアの NDC 策

定をリードする MAFF や MOE との意見交換等の他には以下の取り組みを行っている。 

（１）農業分野 JCMの活用促進 

国際農研は、農業分野 JCM の活用促進のために「農業分野における二国間クレジット制度活用プラッ

トフォーム」を設置しており、本プロジェクトは当該プラットフォームと連携している。当該プラット

フォームは、日本の農林水産省が進める農業分野の JCM 方法論策定に協力しており、2024 年 6月にはフ

ィリピンにおける水田メタン排出削減JCM方法論の完成記者発表会を農水省、農研機構と共同開催した。

本プロジェクトはカンボジアにおいて水田メタン排出削減 JCM の活用を目指していることから、今後、

日本政府が取組むこの動きに協力していく。 

２）民間企業への支援 

カンボジアでの炭素クレジットの創出を目的として水田からのメタン排出削減プロジェクトの形成

を目指す上記プラットフォームに参画する民間企業等への支援を行っている。 

 

 

Ⅴ．日本のプレゼンスの向上（公開） 

 

Ⅳ.（１）に挙げたフィリピンにおける水田メタン排出削減 JCM 方法論の完成を発表する際、2024 年

6 月 27 日（木）付け読売新聞（夕刊）1面で、日本政府が、農業分野で初めて、温室効果ガスの削減技

術を提供する代わりに削減量を相手国と分け合う「二国間取引」に乗り出すとの記事が掲載された。ま

た、当該方法論は、2025 年 2 月に公表されたボランタリークレジットの方法論（VM0051）の中に参考に

した方法論として明記されている。 

以上 



Ⅵ. 成果発表等

（１）論文発表等【研究開始～現在の全期間】（公開）

①原著論文（相手国側研究チームとの共著）　

年度 著者名,論文名,掲載誌名,出版年,巻数,号数,はじめ－おわりのページ DOIコード
国内誌/

国際誌の別

発表済
/in press

/acceptedの別

特記事項（分野トップレベル雑誌への掲載など、
特筆すべき論文の場合、ここに明記ください。）

論文数 0 件
うち国内誌 0 件
うち国際誌 0 件

公開すべきでない論文 0 件
②原著論文（上記①以外）

年度 著者名,論文名,掲載誌名,出版年,巻数,号数,はじめ－おわりのページ DOIコード
国内誌/

国際誌の別

発表済
/in press

/acceptedの別

特記事項（分野トップレベル雑誌への掲載など、
特筆すべき論文の場合、ここに明記ください。）

論文数 0 件
うち国内誌 0 件
うち国際誌 0 件

公開すべきでない論文 0 件



③その他の著作物（相手国側研究チームとの共著）（総説、書籍など）

年度 著者名,タイトル,掲載誌名,巻数,号数,頁,年
出版物の

種類

発表済
/in press

/acceptedの別
特記事項

著作物数 0 件
公開すべきでない著作物 0 件

④その他の著作物（上記③以外）（総説、書籍など）

年度 著者名,論文名,掲載誌名,出版年,巻数,号数,はじめ－おわりのページ
出版物の

種類

発表済
/in press

/acceptedの別
特記事項

著作物数 0 件
公開すべきでない著作物 0 件

⑤研修コースや開発されたマニュアル等　

年度  研修コース概要（コース目的、対象、参加資格等）、研修実施数と修了者数
特記事項開発したテキスト・マニュアル類



Ⅵ. 成果発表等

（２）学会発表【研究開始～現在の全期間】（公開）

①学会発表（相手国側研究チームと連名）（国際会議発表及び主要な国内学会発表）

年度
国内/

国際の別
発表者（所属）、タイトル、学会名、場所、月日等

招待講演
/口頭発表

/ポスター発表の別

2024年度 国内学会
宇野健一（国際農研）、南川和則（国際農研）、サブ・ソフェアック（カンボジア王立農業大学）、東南アジア
における間断灌漑による水田からの温室効果ガス削減、農業農村工学会、弘前市、2024年9月

口頭発表

2024年度 国内学会
張可（国際農研）、酒井徹（国際農研）、宇野健一（国際農研）、南川和則（国際農研）、サブ・ソフェアック
（カンボジア王立農業大学）、UAVリモートセンシングを用いた広域的水田水管理システムがイネの生育
に与える影響の評価、農業農村工学会、弘前市、2024年9月

口頭発表

招待講演 0 件

口頭発表 2 件

ポスター発表 0 件

②学会発表（上記①以外）（国際会議発表及び主要な国内学会発表）

年度
国内/

国際の別
発表者（所属）、タイトル、学会名、場所、月日等

招待講演
/口頭発表

/ポスター発表の別

2023年度 国内学会
泉太郎（国際農研）、カンボジアにおけるSATREPSプロジェクトの形成と提案過程、農業農村工学会、愛
媛大学、2023年8月

口頭発表

2024年度 国際学会
Mamoru Watanabe（JIRCAS）、Outline of New SATREPS Project on Intermittent Irrigation、Mekong
River Commission Expert Group on Basin Planning Meeting on Irrigation Technology、Siem Reap
（Cambodia）、2024年5月

口頭発表

2024年度 国内学会
進藤惣治（国際農研）、中矢哲郎（農研機構）、泉太郎（国際農研）、渡辺守（国際農研）、カンボジアの水
田水管理における水利組合の現状と課題、農業農村工学会、弘前市、2024年9月

口頭発表

2024年度 国内学会
泉太郎（国際農研）、進藤惣治（国際農研）、南川和則（国際農研）、渡辺守（国際農研）、中矢哲郎（農研
機構）、カンボジアにおけるSATREPSプロジェクトの概要と課題、農業農村工学会、弘前市、2024年9月

口頭発表

2024年度 国内学会
渡辺守（国際農研）、渡邉真由美（農研機構）、藤井清佳（農研機構）、湯龍龍（農研機構）、カンボジア
SATREPSプロジェクトにおけるインセンティブ創出の取組み、農業農村工学会、弘前市、2024年9月

口頭発表

2024年度 国内学会
倉科稀世紀、Maskey Sarvesh、中村貴彦、岡澤宏（以上、東京農大）作土層深度の異なる条件下におい
てAWD灌漑が水稲の成長に及ぼす影響、農業農村工学会、弘前市、2024年9月

口頭発表

2024年度 国際学会

Izumi, T.（JIRCAS）, Shindo, S.（JIRCAS）, Minamikawa, K.（JIRCAS）, Watanabe, M.（JIRCAS）, Nakaya T.
（NARO） 、Development and social implementation of GHG emission reduction technologies in paddy
fields by establishing a large paddy area water management system in Cambodia. NARO-JIRCAS-FFTC
国際シンポジウム「水田水管理による温室効果ガス発生および水稲の重金属吸収の抑制」、つくば市、
2024年10月

口頭発表

2024年度 国際学会
Hiromu Okazawa （TUA) Adaptability of Irrigated Agriculture to Climate Change from the Perspective of
Water Use Management. IX National Congress and II International Congress of Irrigation, Drainage, and
Biosystems, Chapingo, Edo. de México, Mexco, Oct. 2024

招待講演

2024年度 国内学会
倉科稀世紀（東京農大）間断灌漑が水稲の生育・収量・水生産性に及ぼす影響、農業農村工学会令和6
年度農業水利研究部会研究集会、2025年2月

口頭発表

2024年度 国内学会
進藤惣治（国際農研）水利組合の育成による広域水田での間断灌漑実施に向けた取り組み、農業農村
工学会令和6年度農業水利研究部会研究集会、2025年2月

口頭発表

2024年度 国内学会

Kiseki Kurashina(TUA), Hiromichi Kitada(JICA), Sarvesh Maskey(TUA), Takahiko Nakamura(TUA), Taro
Izumi(JIRCAS) and Hiromu Okazawa(TUA), Evaluation of Flood Mitigation Functions in Paddy Fields
Using Alternative Dry and Wet Irrigation. The 16th International Conference on Environmental
Conference on Environmental and Rural Development and Rural Development, Tokyo Japan, March
2025

ポスター発表

招待講演 1 件

口頭発表 8 件

ポスター発表 1 件



Ⅵ. 成果発表等
（３）特許出願【研究開始～現在の全期間】（公開）
　①国内出願

出願番号 出願日 発明の名称 出願人
知的財産権の種

類、出願国等

相手国側研究メン
バーの共同発明者
への参加の有無

登録番号
（未登録は空欄）

登録日
（未登録は空欄）

出願特許の状況
関連する論文の

DOI
発明者

発明者
所属機関

関連する外国出願※

No.1
No.2
No.3

国内特許出願数 0 件
公開すべきでない特許出願数 0 件

　②外国出願

出願番号 出願日 発明の名称 出願人
知的財産権の種

類、出願国等

相手国側研究メン
バーの共同発明者
への参加の有無

登録番号
（未登録は空欄）

登録日
（未登録は空欄）

出願特許の状況
関連する論文の

DOI
発明者

発明者
所属機関

関連する国内出願※

No.1
No.2
No.3

外国特許出願数 0 件
公開すべきでない特許出願数 0 件



Ⅵ. 成果発表等
（４）受賞等【研究開始～現在の全期間】（公開）

①受賞

年度 受賞日 賞の名称
業績名等

（「○○の開発」など）
受賞者 主催団体

プロジェクトとの関係
（選択）

特記事項

0 件

②マスコミ（新聞・TV等）報道

年度 掲載日 掲載媒体名 タイトル/見出し等
プロジェクトとの関係

（選択）
特記事項

0 件

掲載面



Ⅵ. 成果発表等

（５）ワークショップ・セミナー・シンポジウム・アウトリーチ等の活動【研究開始～現在の全期間】（公開）

年度 開催日 名称
場所

（開催国）
参加人数

(相手国からの招聘者数）
公開/

非公開の別
概要

2023年
度

22日09月2023年 農民水利組合ミーティング
プルサット（カン
ボジア）

約50名 非公開
研究内容を関係する地方行政機関および農家
に説明し、意見交換を実施

2024年
度

2024年7月 31日

プルサット州におけるキックオフミー
ティングおよびダムナック・アンピル灌
漑地区対象農家ワークショップ第1回
目

プルサット（カン
ボジア）

56名 非公開

・キックオフミーティングでは、プロジェクト概要
や計画を共有し関係者で確認
・ワークショップでは、同プロジェクトの対象農
家が抱える課題の抽出

2024年
度

2024年9月 26日
SATREPS「水田メタン排出削減プロ
ジェクト」キックオフミーティング

プノンペン（カン
ボジア）

73名 公開
プロジェクトの概要や計画を共有し関係者で確
認

2024年
度

2024年9月 27日
SATREPS「水田メタン排出削減プロ
ジェクト」国際ワークショップ

プノンペン（カン
ボジア）

61名 公開
プロジェクトの実施計画等の共有および間断灌
漑技術に関する情報共有

2024年
度

2024年12月 12日
プルサット州におけるダムナック・アン
ピル灌漑地区対象農家ワークショップ
第2回目

プルサット（カン
ボジア）

47名 非公開
同プロジェクトの対象農家が抱える課題に対す
る解決策の提案

4 件

年度 開催日 議題 出席人数

0 件

①ワークショップ・セミナー・シンポジウム・アウトリーチ等

②合同調整委員会(JCC)開催記録（開催日、議題、出席人数、協議概要等）

概要



水稲の収量を低下させずにメタンの排出を抑制する広域的な水田水管理
手法、GHGの削減量をモニタリング・評価する手法の開発、社会実装

アジア・モンスーン地域において水田水管理を通じたメタン排出削減が各国の
NDCに反映される。

トンレサップ湖西部水田における広域的水田水管理シ
ステムの確立による温室効果ガス排出削減技術の開
発と社会実装

研究課題名

泉 太郎（令和6年度まで）、渡辺 守（令和7年度から）

(国際農林水産業研究センター）

研究代表者名
（所属機関）

R5採択（令和5年6月1日～令和11年3月31日）研究期間

カンボジア王国／王立農業大学、カンボジア工科大学相手国名／主
要相手国研究
機関

目標 13. 、目標 6.、目標 17.、目標 2. 関連するSDGs

プロジェクト目標

上位目標

・地球規模の気候変動枠組み（グローバル・メタン・プ
レッジ等）への貢献

・炭素クレジット獲得によるNDCへの貢献

日本政府、社
会、産業への
貢献

・灌漑、排水、GHG排出を最適化した広域水田水管理
モデルの提示

・広域水田のGHGモニタリング・評価手法の提示

科学技術の発
展

・各国の灌漑排水施設の整備水準に応じたICT水管理
手法

・広域水田からのGHGモニタリング・評価手法の国際
標準化のためのデータ提供

知財の獲得、
国際標準化の
推進、遺伝資
源へのアクセ
ス等

・農業分野の気候変動対応研究において国際的に

活躍できる日本人若手研究者の育成

・学生・研究者のインターンシップ教育

世界で活躍で
きる日本人人
材の育成

・国際ワークショップ等の開催を通じた周辺国、国際

機関とのネットワーク構築

技術及び人的
ネットワークの
構築

・灌漑、排水、GHG排出を最適化した広域水田水管理
モデル

・広域水田からの GHG モニタリング・評価手法

・炭素クレジットを活用したインセンティブ創出手法

成果物（提言
書、論文、プ
ログラム、マ
ニュアル、
データなど）

成果の波及効果

プロジェクトの成果が国際機関（JICA、世界銀行、アジア開発銀行、FAO、
メコン河委員会など）で活用される。

成果目標シート

1

公開資料

Ver.170401

【別紙３】

0%

20%

40%

60%

80%

100%

広域水田水管理

広域水田からのGHG排
出についてのMRV手法
の検討

GHG広域モニタリング インセンティブ創出

インセンティブの創出を
目指した炭素クレジット
獲得のためのプロジェク
ト設計書の作成、炭素ク
レジット売却益の農家の
ための活用計画の策定

水文モデル、水管理シ
ステムの検証、影響評
価、および普及活動

水文環境の把握・観測
ネットワークの構築、灌
漑排水施設の整備手
法の提案と合意形成、
農民水利組合・関係機
関のトレーニング

水文モデルの構築、
ICTを活用した水管理
システムを用いた間断
灌漑の圃場試験、
広域での適用に向けた
シミュレーション

タワー観測（慣行水管
理）、衛星データ解析お
よび圃場計測

LCAを実施するためのイ
ンベントリ分析、灌漑水
田の分類

タワー観測のための施
設整備、衛星データの収
集および圃場計測体制
の構築

農家調査等によるミク
ロデータの作成とデー
タベース化,、LCAを適
用するための評価枠組
の作成、灌漑水田の分
類基準の設定

タワー観測（間断灌漑）、
ドローン等の移動型プ
ラットフォームによる
GHGモニタリング手法

の試行、衛星データ解
析および圃場計測

LCAの実施、間断灌漑
の適用のための分析、
ステークホルダーの合意
形成


